
令和3年　労 働 災 害 発 生 状 況 (休業4日以上の死傷者数）
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※ 数値は、労働者死傷病報告より集計したものであり、（　）内は死亡者で内数である。

※ 陸上貨物運送事業は「道路貨物運送業」、「陸上貨物取扱業」を合わせたものをいいます。
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屋根上からの転落に注意

当署管内における屋根上からの墜落災害

は令和3年では２件報告があり，重大な被

害につながっております。茨城県内では屋

根材の腐食等による踏み抜き等による死

亡災害も報告されており，墜落防止措置を

講じる必要があります。

確認しましょう

・墜落防止の設備を設けていますか？

（作業床を設けることが困難な場合は親綱を設けること）

・屋根は踏み抜きのおそれのない強度ですか？

（スレート等の素材では歩み板，防網を設ける等の措置が必要）

・装備は万全ですか？

（保護帽，墜落制止用器具を装着すること）

考えましょう

・屋根用足場等により作業床を設けることを検討しましょう。

作業床の設置が困難な屋根

上作業での墜落防止対策の

画像は「職場のあんぜんサイト」より掲載


